
 

 

CLE 研究会設立記念セッション 

オープンエデュケーションと生涯学習の将来 
 

飯吉 透†  岡部 洋一††   
 
 過去十数年間に渡りオープンエデュケーションは、教育における世界的なムー
ブメントとして多くの実践的・実験的試みと共に進展してきた。日本国内でも、
「オープン・テクノロジー」「オープン・コンテンツ」「オープン・ナレッジ」の
各領域において、先駆的な取り組みがなされてきた。生涯学習も、国の施策とし
て着実に根付き、放送大学はそのナショナルセンターとしての重要な役割を果た
している。本講演は、オープンエデュケーション、生涯学習それぞれの現状につ
いて、具体例を通して概観し、今後期待される成果について展望する。さらに、
現在の日本の高等教育・生涯学習の抱える諸問題に鑑み、「教育のオープン化が
どのように解決策として機能し得るか」、またその実現のためには、「国・地域・
大学の各レベルにおいて、どのような戦略・技術的基盤・支援体制が必要か」に
ついて論じる。 

 

The Future of  
Open Education and Lifelong Learning 

 

TORU IIYOSHI† YOICHI OKABE††   
 
Over t he l ast ten ye ars or  s o, ope n e ducation--as a  global m ovement i n e ducation--has 
been a dvanced t hrough various pr actical a nd experimental endeavors.  In Japan, some 
pioneer efforts ha ve a lso b een made i n t hree a reas: “ open t echnology,” “ open content” 
and “open k nowledge.”  During t he s ame period of t ime, lifelong l earning ha s be en 
promoted a s pa rt of  t he ba sic gove rnmental pol icies i n e ducation, and t he Open 
University of Japan (OUJ) has been playing i ts critical role as the na tional center in the 
arena. This session reviews t he current state of o pen e ducation and lifelong l earning 
through s ome e xamples, a nd e xplores a nticipated ou tcomes i n t he future.  I t also 
discusses “ how o pening u p education can resolve some o f t he c ritical issues t hat Japan 
higher e ducation and l ifelong l earning is f acing” a s w ell as “ what strategies, 
technological infrastructures, and support structures are necessary at each of the national, 
regional, and institutional levels” to achieve these goals. 
 

  

本セッションの構成 

 オープンエデュケーションと生涯学習、それぞれの立場から、これまでの実践もふ

まえ現状分析と将来の展望をご講演いただいたのち、参加者も交えてディスカッショ

ンを行う。期待される主な論点は、 
• 日本の高等教育・生涯学習振興のために ICT の果たすべき役割 
• 様々な研究・開発・実践の試みの協調と競争のバランスをどのように取るか 
• 「教育開発」と「技術開発」の相互的発展関係を、どのように確立し促進させるか 
• 日本におけるオープンエデュケーションの今後の可能性と課題、放送大学など生涯

学習機関の果たす役割 
• 上記のそれぞれについて、持続可能性を保証するために、どのような支援体制が必

要か、などである 
（モデレータ： 放送大学 ICT 活用・遠隔教育センター 山田恒夫） 
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